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定年退職教員紹介
水藤真先生と東京女子大学学芸員課程
大　家　まゆみ
水藤先生は1996年に本学に赴任され、2013年3月に本学を退職されるまで、本学
学芸員課程の教授を17年にわたって務められ、博物館に興味がある学生たちが学芸
員の資格を取得できるよう尽力された。学外の博物館実習のためにも積極的に道を開
かれ、夏休みには愛知県を始め、国内の各地域の博物館を訪ねて絵巻物を読んだり、
諸作品を鑑賞したりする合宿を学生および職員向けに行われてきた。水藤先生の独特
の語り口やユーモアに溢れる論調には、多くの学生や教職員がしばし笑いを誘われ、
同時に感心したものである。
水藤先生は本学に赴任されるまで、福岡県大宰府や福井県朝倉氏遺跡調査研究所
に於いて、遺跡調査の現場に関わってこられた。2013年1月に行われた先生の最終
講義では当時の一場面について触れられ、回想された。まだ若い時分とはいえ、実際
に作業着を着て井戸に入り、井戸の底に残された仏像の一部等を掘り出す作業はこと
さら身体に応えたという。井戸の外では「いいものが出た！」と喜ぶ声がする中で、
先生は先に地上に上った人が落とした小石や泥がぶつかり、ますます泥だらけになっ
た上に、痛い思いをしたと苦労話をして下さった。先生のお姿を想像して会場は爆笑
の渦に溢れ、さぞ大変だったことだろうと推察した次第である。そして、近くの川に
作業着ごと入り、身体全体を綺麗にしてから役場に戻ったという話も逸話である。
そのような遺跡調査の現場を経て、水藤先生は1980年代からは文化庁や国立歴史
民俗博物館に於いて教授を務められた。新しく創立される博物館の構想や展示のあり
方について発案された草分け的存在であられる。今でも国立歴史民俗博物館の日本中
世のコーナーには、水藤先生のお手自らと思われる様々な建物や人物等の復元模型が
展示されている。
本学に勤務されていた間も、先生はまめにガラス作品やオルゴール、和紙で作っ
た雑貨や中世の模型の制作に励まれ、よくそれらの作品を風呂敷に包んで研究室に御
持参された。私たち教職課程・学芸員課程のスタッフは、先生が楽しそうに御説明
なさった語り口に大いに打ち興じ、作品に見とれたものである。2013年3月に退職
される折、先生は私たち1人1人に作品をプレゼントして下さった。今も先生のゆか
りの品々が、私たちの研究室や教職課程・学芸員課程オフィスに大切に置いてあり、
日々の私たちと学生たちの姿を見守ってくださっている。それらの作品を見るたび、
水藤先生の暖かな眼差しが思い出される。
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以下に水藤真先生の御著書および主な論文のリストを挙げる。
著　書
1981年　『朝倉義景』 吉川弘文館
1991年　『中世の葬送墓制』 吉川弘文館
1994年　『絵画・木札・石造物に中世を読む』 吉川弘文館
1995年　『木簡・木札が語る中世』 東京堂出版
1998年　『博物館を考える』 山川出版社
1999年　『戦国の村の日々』 東京堂出版
2000年　『片隅の中世　播磨国鵤荘の日々』 吉川弘文館
2001年　『博物館を考える II　博物館実習とこれからの博物館』 山川出版社
2003年　『博物館を考える III』 山川出版社
2005年　『棟札の研究』 思文閣出版
2006年　『落日の室町幕府』 吉川弘文館
2007年　『博物館学を学ぶ』 山川出版社
論　文（主なもの）
1978年　復元された城下町 『地方文化の日本史』5
1983年　近江浅井氏の発給文書 『戦国史研究』5
1984年　洛中洛外図屏風のおもしろさ 『国立歴史民俗博物館研究報告』4
1984年　木に墨書すること 『史学雑誌』93–11
1986年　荘園の現地調査と石造遺物調査 『国立歴史民俗博物館研究報告』9
1989年　洛中洛外図の成立と描写の意図 『日本歴史』497
1991年　「江戸図屏風」製作の周辺 『国立歴史民俗博物館研究報告』31
1993年　札を打つ 『国立歴史民俗博物館研究報告』50
1993年　美濃国加納市場の制札 『ヒストリア』141
1993年　荘園絵図について 『荘園絵図とその世界』
